
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

趣意書	
 

	
 

第 8 回日本呼吸理学療法学会学術大会	
 

テーマ：呼吸を詠む	
 
	
 

	
 

大会長：山下康次	
 

会	
 期：2022 年 4 年 9 月 23 日（金・祝）	
 

会	
 場：函館市民会館	
 

（開催形式：現地＋オンラインでのハイブリッド開催）	
 

*講演およびシンポジウムは現地からのライブ配信，一般演題はオンデマンド配信を予定し

ております．開催形式の詳細は随時ウェブサイトでご案内いたします．	
 

	
 

	
 

（第 1.4 版	
 2022 年 4 月改定）	
 



開催趣意	
 

	
 

ご挨拶	
 

	
 

テーマ：呼吸を詠む	
 

	
 

	
 呼吸理学療法は、慢性期や急性期の呼吸管理において、呼吸障害の予防と治療のために	
 

適応される理学療法の手段であると定義されています。以前の呼吸理学療法のアウトカム

は、呼吸機能の改善や肺合併症の予防でありましたが、最近では身体機能の改善や生命予

後が問われており、呼吸理学療法の目的や内容は著しく変化してきていると思われます。

とくに急性期では、鎮痛や鎮静方法が、患者主体の管理となり挿管人工呼吸中でも歩行が

可能となるなど劇的に変化し、無気肺などの呼吸器合併症を予防することや身体機能を維

持することが可能となってきました。また、慢性期では多くのデータが蓄積され呼吸理学

療法の介入により生命予後を改善することが明らかとなってきました。	
 

	
 昨今、日本は世界に類を見ない超高齢化社会となり、集中治療室入室患者の高齢化、誤

嚥性肺炎や虚弱高齢者の増加など呼吸理学療法を行ううえで大きな問題となっています。

これらの問題点は、急性期から慢性期および安定期において、呼吸障害のみの視点では改

善することが困難であり、幅広い知識の習得とその知識を患者に活かすことが必要であり、

さらには理学療法士のみでは対応が困難であり多職種が綿密に連携することが非常に重要

であると考えます。	
 

	
 一方で、呼吸理学療法を含めた呼吸リハビリテーションのアウトカムは、身体活動や QOL

が注目されており、その成果も良好である報告が多くを占めていますがほとんどが欧米か

らの報告であり、安易に本邦における呼吸理学療法の介入へと結びつけることに疑問が持

たれます。	
 

	
 こうした中で、私たち理学療法士はこの先の時代の流れを詠み、どのような備えが必要

でどのように対応していくのかが問われていると思います。	
 



	
 第６回学術大会では「呼吸を診る」というテーマで患者の呼吸状態の変化を捉え、第７

回学術大会では「呼吸を知る」をテーマにその状態変化のもとである生理学的な点につい

て立ち返りその現象のもとを知る、ことがテーマとなりました。これらの経緯を踏まえ、

第８回日本呼吸理学療法学会学術大会のテーマは、「呼吸を詠む」といたしました。本学

術大会では、次世代を担う理学療法士とともに本邦におけるこれからの呼吸理学療法の流

れを「詠む」ことを目的に、様々な視点で情報を発信するために有意義な企画を予定して

おります。	
 

	
 最後に、地方都市での開催は初めてとなりますが、学会運営スタッフ一同により参加者

に満足いただけるよう準備してまいりますので、今後のご指導およびご助言の程、よろし

くお願い申し上げます。	
 

第８回日本呼吸理学療法学会学術大会	
 

学術大会長	
 山下康次	
 

（市立函館病院）	
 

準備委員長	
 三浦利彦	
 

（NHO 北海道医療センター）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

ご協力のお願い	
 

	
 

謹啓	
 

	
 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。	
 

この度、2022 年 9 月 23 日(金・祝)に第 8 回日本呼吸理学療法学会学術大会を函館市

民会館において開催させていただくこととなり、大変光栄に存じます。	
 

本学会は、本邦において呼吸理学療法にかかわる臨床と研究、教育活動を推進し、呼

吸理学療法を普及・発展させることで、国民の健康の維持･向上に寄与することを目的

として設立されました。昨年は本学会が法人化され新たなスタートの年となり、呼吸理

学療法レジストリ事業への着手など、今後の研究ではこれが国民の健康に寄与するもの

と考えております。	
 

	
 本学術大会では、次世代を担う理学療法士とともに本邦におけるこれからの呼吸理学

療法の流れを「詠む」ことを目的に、様々な視点で情報を発信するために有意義な企画

を予定しております。	
 

この度の学術集会開催に際しましては、参加される皆様に実り多い集いとなりますよ

う、鋭意準備を進めております。学術集会の開催にあたり、参加者からの会費を元に運

営する所存でございますが、充実した学会連営を図るためには各方面からのご支援を頂

かなければ難しいのが現伏でございます。	
 

つきましては、誠に恐縮ではございますが、これらの事情をご覧察頂き、格別なご配

慮を賜りますようお願い申し上げる次第でございます。	
 

尚、本学会は、協賛頂いた企業様が日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関

係の透明性ガイドライン」および各企業様が定める指針に従い、本学会の名称および本

学会が支払いを受けた協賛金の金額を、各企業様の会計年度の終了後にウェブサイトな

どを通じて公開することを承諾致します。	
 

	
 

謹白	
 

2022 年 3 月吉日	
 

	
 

第 8 回日本呼吸理学療法学会学術大会	
 

大会長	
 山下康次	
 

(市立函館病院リハビリ技術科)	
 



【開催概要】	
 

	
 

１．大会名称	
 

第 8 回日本呼吸理学療法学会学術大会	
 

２．テーマ	
 

呼吸を詠む	
 

３．会期	
 	
 

2022 年 9 月 23 日（金・祝）	
 

４．学術大会開催場所	
 （Web 開催：以下の施設を配信会場とする）	
 

函館市民会館（〒042-0932	
 函館市湯川町 1-32-1）	
 	
 

５．大会長	
 山下康次（市立函館病院）	
 

６．参加予定数	
 800 名	
 

（日本理学療法士協会会員、理学療法関係者、医療従事者、学生等を含みます）	
 

７．主催者	
 日本呼吸理学療法学会	
 

８．学術大会の概要	
 	
 

（１）学術大会のプログラム構成	
 

	
 	
 	
 １）特別講演	
 

	
 	
 	
 ２）教育講演	
 

	
 	
 	
 ３）シンポジウム	
 

	
 	
 	
 ４）セレクション演題（日本語・英語）	
 

	
 	
 	
 ５）一般演題	
 

	
 

	
 	
 



９．組織構成等	
 

【第 8 回日本呼吸理学療法学術大会】	
 

大会長	
 山下康次（市立函館病院	
 リハビリ技術科）	
 

副大会長	
 	
 	
 木村雅彦（杏林大学	
 保健学部）	
 

【第 8 回日本呼吸理学療法学術大会	
 準備委員会】	
 

準備委員長	
 

運営局長	
 	
 

事務局長	
 	
 

財務担当	
 	
 

渉外担当	
 	
 

広報担当	
 	
 

広報担当	
 	
 

演題担当	
 

会場担当	
 	
 

  三浦利彦（NHO	
 北海道医療センター	
 神経筋/生育センター）	
 	
 

  高橋正浩（市立札幌病院	
 リハビリテーション科）	
 

	
 尾山陽平（JCHO	
 北海道病院	
 リハビリテーション部）	
 

	
 森山	
 武	
 （市立函館病院	
 リハビリ技術科）	
 

	
 高橋尚明（北海道医療大学	
 リハビリテーション科学部）	
 

	
 森野	
 陽	
 （北海道千歳リハビリテーション大学	
 健康科学部）	
 	
 

  久保貴嗣（JCHO	
 中京病院	
 リハビリテーション部）	
 

	
 高橋恭平（市立函館病院	
 リハビリ技術科）	
 

	
 湯浅敦智（市立函館病院	
 リハビリ技術科）	
 

第 8 回日本呼吸理学療法学術大会	
 事務局	
 

独立行政法人 JCHO 北海道病院	
 リハビリテーション部内（担当：尾山）	
 

（e-mail）congress8th(ａ)jsrpt.jspt.or.jp	
 	
 *(ａ)を＠に変更してください	
 



第 8回日本呼吸理学療法学術大会	
 

【広告募集要項】	
 
	
 

1. 広告掲載媒体：第 8 回日本呼吸理学療法学会学術大会抄録集	
 

	
 WEB 会場スポット広告	
 

2.	
 配布対象：学会員、関係の対象参加者および関係者	
 

3.	
 配布部数（版型）：Web による配信（A4	
 版）	
 

4.	
 広告料総額：242,000 円	
 

5.	
 募集数計：10 口	
 

6．広告掲載料金	
 

番号	
 仕	
 様	
 料	
 金	
 

① 	
 
大会抄録集(A4 版)１ページサイズ（カラー対応）	
 

掲載は表紙裏頁：募集口数（１口）	
 
38,500 円（税込）	
 

② 	
 
大会抄録集(A4 版)１ページサイズ（カラー対応）	
 

募集口数（２口）	
 
33,000 円（税込）	
 

③ 	
 
大会抄録集(A4 版)1/2 ページサイズ（カラー対応）	
 

掲載ページは頁：募集口数（4口）	
 
22,000 円（税込）	
 

④ 	
 
WEB 会場スクリーン	
 スポット広告	
 

5〜8 分程度：募集口数（3口）	
 
16,500 円（税込）	
 

! プログラム集・抄録集(プログラム・抄録集は	
 PDF	
 による	
 Web	
 抄録のみ作成いたします。	
 

! 冊子での配布は行いません。（版型は A4 版でカラー対応といたします）	
 

*	
 上記すべての募集内容につきまして、先着順に申し込みを受け付けますので、募集口数に達

した段階で申込を締め切りとさせていただきます。	
 

*	
 スポット広告の投影は会期中 5回以上を予定しております。	
 

*	
 抄録集は、学会終了後も一定期間は日本理学療法士協会のホームページ上で公開されます。	
 

	
 

7．広告申込締め切り：2022 年 5 月 13 日(金)	
 →	
 2022 年 6 月 3 日（金）	
 

	
 	
 原稿提出締め切り：2022 年 6 月 10 日(金)	
 →	
 2022 年 6 月 24 日（金）	
 

※	
 抄録集の完全 PDF 化に伴い、締切日を変更しております。	
 

	
 

8．広告申込方法：	
 

・別紙「広告掲載申込書」に必要事項をご記入のうえ、メール添付で申込みください。	
 

ご希望に添えない場合はご連絡いたします。	
 

	
 ・「広告掲載申込書」送付後、事務局へ広告原稿をメールにてお送りください。	
 



※	
 添付データの容量が 10MB を超える場合には“オンラインストレージ”	
 など、

メール添付以外の方法でお送りください。	
 

※	
 申込締切後、日本呼吸理学療法学会から請求書をお送りいたします。	
 

※	
 振込手数料はご負担ください。	
 

※	
 銀行発行の振込控をもって当方の領収書に代えさせていただきます。	
 

	
 

	
 	
 【抄録集の広告掲載について（①〜③）】	
 

・原稿は、データでご提出ください。データは	
 A4	
 版とし、EPS	
 データ(Illustrator、

PhotoShop	
 も可)または	
 PDF	
 ファイルで入稿ください。	
 

・フォント崩れを防ぐため、文字は必ずアウトライン化をお願いいたします。	
 

・原稿の返却をご希望の場合には返送用封筒に切手貼付の上同封してください。	
 

・	
 後付の掲載順は準備委員会で決定致しますので、予めご了承ください。	
 

	
 

	
 	
 【スポット広告の掲載について（④）】	
 

	
 	
 ・掲載内容は 1 回 1 分間程度	
 (例：スライド	
 15	
 秒×4	
 枚)となります。	
 

	
 	
 ・スライドはパワーポイントデータでお送りください。	
 

	
 

	
 	
 申込先：第 8 回日本呼吸理学療法学術大会	
 事務局	
 

	
 	
 	
 	
 e-mail：congress8th(ａ)jsrpt.jspt.or.jp	
 	
 *(ａ)を＠に変更してください	
 



第 8 回日本呼吸理学療法学会学術大会	
 

広告掲載申込書	
 

2022 年	
 	
 月	
 	
 日	
 

下記の通り、広告掲載を申込みます。	
 

フリガナ

来施設名	
 

貴社名	
 

印	
 

※省略せずに正式名称をご記入ください（フリガナ共）

｢・｣や半角スペースにご注意ください	
 

郵便番号・住所	
 

〒	
 

御担当者様	
 

御担当者様部署名	
 

メールアドレス

連絡先	
 (TEL) (FAX)	
 

【掲載希望広告記入欄】	
 

第 1希望	
 第 2 希望	
 番号	
 種類	
 料	
 金	
 

①	
 大会抄録集(A4 版)	
 ：表紙裏頁	
 38,500 円（税込）	
 

②	
 大会抄録集(A4 版)	
 33,000 円（税込）	
 

③	
 大会抄録集(A4 版)1/2	
 22,000 円（税込）	
 

④	
 WEB 会場スクリーン	
 スポット広告	
 16,500 円（税込）	
 

※応募が多数の場合は、原則先着順の対応とさせていただきます。


